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〈編集後記〉 
本号は専修大学社会科学研究所特別研究助成「若年・青年層の不安定就労ならびに社会保障
制度の現状」（2010－2012 年度）の中間報告の第 4 弾である。専修大学社会科学研究所特別研
究助成とは、所員 5 名以上によって構成され、助成期間が 3 年間与えられ、助成終了後 2 年以
内に『社会科学研究叢書』刊行義務を負うグループ研究である。本研究グループは本学経済学
部経済学科「福祉と環境」に属する教員を中心に構成されている。これまでの中間報告は専修
大学社会科学研究所月報 580 号の町田俊彦「地域雇用政策と地方財政」、同 582 号の鈴木奈穂美
「釧路市の自立支援プログラムと社会的排除／包摂概念」、高橋祐吉「釧路調査覚え書き－自立
支援、『中間的就労』そして働くということ－」、同 592 号の町田俊彦「基礎自治体における雇
用政策と地方財政―大阪府豊中市のケース―」に掲載されている。いずれも http://www. 
senshu-u.ac.jp/~off1009/geppo.html にアップロードされている。 
中間報告を 4 弾にわたって掲載してきた理由は研究テーマに関連する。就労支援を中心にそ
れぞれの年度に現地調査を行ってきた。初年度が釧路市、2 年度目は大阪市釜ヶ崎、堺市、尼
崎市、豊中市、箕面市で、3 年度目が静岡市、浜松市、沼津市である。現地調査について論考
をしたためるには一定の時期を限らないと、記憶が経年劣化してしまう可能性が高くなるので、
それを防ぐために調査報告として残しておく必要がある。これは言わば客体的要因で、これま
で 4 弾にわたって中間報告を残せてこられた主体的要因としては一定期間内に中間報告を記す
能力が必要である。これまで 2 稿ずつ記してこられた町田氏と高橋氏には畏敬の念すら抱かざ
るをえない。記憶の経年劣化ならば、最も懸念される年齢域に達しながら、秀作を記されてき
たのだから。しかも内容も含蓄深く、それも何気なく洒落た記述で滲み出ており、酒も飲めず、
話すことはおろか、冗談を解することができない者からは羨望の限りである。 （宮嵜晃臣） 
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